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ジャパン・アクティブ・グロース 

（分配型） 
運用報告書(全体版) 

 
第13期（決算日2021年12月20日） 

 
作成対象期間（2021年６月22日～2021年12月20日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年９月25日から2025年12月22日までです。 

運 用 方 針 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてわが
国の株式に実質的に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。 
わが国の株式の中から、個別企業の調査・分析等に基づいたボトムアップアプローチにより、企業の経営戦略や財務戦略などを通じて
長期的な株主資本成長や利益成長が期待できる銘柄を選定します。 

主な投資対象 
ジャパン・アクティブ・グロース 

（分配型） 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
ジャパン・アクティブ・グロース 

（分配型） 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、配当等収益等の水準及び基
準価額水準等を勘案して分配します。なお、決算期末の前営業日の基準価額（１万口当たり。支払済みの分配金累計額は加算しません。）
が11,000円以上の場合は、分配対象額の範囲内で、別に定める金額の分配を行なうことを目指します。留保益の運用については、特に
制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

９期(2019年12月20日) 12,962 400 13.1 1,733.07 11.1 95.9 － 4,427 

10期(2020年６月22日) 12,747 400 1.4 1,579.09 △ 8.9 97.1 － 3,895 

11期(2020年12月21日) 14,935 500 21.1 1,789.05 13.3 96.2 － 3,770 

12期(2021年６月21日) 14,190 500 △ 1.6 1,899.45 6.2 96.3 － 3,628 

13期(2021年12月20日) 14,123 500 3.1 1,941.33 2.2 96.5 － 3,810 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年６月21日 14,190 － 1,899.45 － 96.3 － 

６月末 14,688 3.5 1,943.57 2.3 96.7 － 

７月末 14,400 1.5 1,901.08 0.1 96.9 － 

８月末 15,177 7.0 1,960.70 3.2 96.8 － 

９月末 15,591 9.9 2,030.16 6.9 96.3 － 

10月末 15,384 8.4 2,001.18 5.4 96.0 － 

11月末 14,702 3.6 1,928.35 1.5 95.8 － 

(期  末)       

2021年12月20日 14,623 3.1 1,941.33 2.2 96.5 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2021年６月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。参考指数は、作成期首（2021年６月21日）の値が基準価額と同一となるように計算してお

ります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は3.1％の上昇 

基準価額は、期首14,190円から期末14,623円（分配金込み）に433円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～９月上旬） 

（上昇） 経済活動正常化への期待のほか、これまで売り込まれていた優良銘柄が買い戻され、

基準価額が上昇。 

 

②の局面（９月上旬～10月中旬） 

（上昇） 菅首相の退陣表明を受けて自民党新総裁への期待が高まり相場全体が上昇。 

（下落） 自民党新総裁への期待で相場が上昇した反動などで相場全体が下落。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

③の局面（10月中旬～期末） 

（上昇） 外国為替市場における円安進行などが好感され、相場全体が上昇。 

（下落） 新型コロナウイルスのオミクロン株による感染再拡大への懸念や、FRB（米連邦準備

制度理事会）による金融引き締めが加速するとの懸念などから相場全体が下落。 

 

○投資環境 

投資環境については、以下のように考えております。 

 

期首から９月にかけては、経済活動正常化への期待のほか、これまで売り込まれていた優良

銘柄が買い戻され、基準価額が上昇しました。 

９月上旬以降は菅首相の退陣表明を受けて自民党新総裁への期待が高まり相場全体が上昇

しましたが、その後は反動で下落しました。 

10月中旬以降は相場全体が一進一退を繰り返す展開となりましたが、期末にかけては新型コ

ロナウイルスのオミクロン株による感染再拡大への懸念や、FRB（米連邦準備制度理事会）に

よる金融引き締めが加速するとの懸念などから相場全体が下落しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）］ 

基本方針として、実質の株式組入比率は高位を維持します。当ファンドは、［ジャパン・ア

クティブ・グロース マザーファンド］を高位に組み入れ、期末には96.5％としました。 

 

［ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド］ 

・株式組入比率 

現物株式につきましては、期を通じて高位を維持し、期末は96.7％としました。 

 

・期中の主な動き 

期末の銘柄数は63銘柄としました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類による時価構成比、以下同じ）と銘柄＞ 

①化学（期首 12.2％→期末 13.5％） 

好調な業績を受けユニ・チャーム、信越化学工業などを買い付けました。 

②陸運業（期首 0.0％→期末 0.9％） 

コスト管理能力に優れ電子商取引向け配送個数増加による業績拡大が続くSGホールディン

グスを買い付けました。 

③機械（期首 10.9％→期末 11.8％） 

株価下落したが中期的な見方に変化のないダイフク、ディスコなどを買い付けました。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①サービス業（期首 12.8％→期末 11.4％） 

株価が大きく上昇したエス・エム・エス、カカクコムなどを売却しました。 

②不動産業（期首 1.7％→期末 0.5％） 

オフィス賃貸など主力事業は堅調ながらROE（株主資本利益率）が低下傾向にある住友不動

産、株価が大きく上昇したカチタスを売却しました。 

③電気機器（期首 16.5％→期末 15.5％） 

業績回復傾向にあるものの新たに開発した「協働ロボット」の展開が遅れているファナック、

株価が大きく上昇したキーエンスなどを売却しました。 

 

・期末の状況 

＜参考指数と比べ多めに投資している主な業種＞ 

・国際競争力が高い企業が多く存在する化学、機械 

・新たな市場を創出する企業が多く存在するサービス業、小売業、情報・通信業 

 

＜参考指数と比べ少なめに投資している主な業種＞ 

・外部環境の変化により業績が大きく振れる企業が多く存在する輸送用機器、電気機器、銀行

業、卸売業 

・業績拡大の余地が乏しい企業が多く存在する食料品 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

の騰落率が＋2.2％となったのに対して、基準価

額は＋3.1％となりました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①参考指数に比べてパフォーマンスが悪かっ

た陸運業、不動産業などへの投資割合を低め

にしていたこと 

②参考指数に比べてパフォーマンスが良かっ

たサービス業、機械、精密機器への投資割合

を多めにしていたこと 

③参考指数に比べて多めに投資していたダイキン工業、キーエンス、東京海上ホールディング

ス、SMC、エス・エム・エスなどが値上がりしたこと 

 

（マイナス要因） 

①参考指数に比べてパフォーマンスが悪かった小売業、化学、情報・通信業などへの投資割合

を多めにしていたこと 

②参考指数に比べてパフォーマンスの良かった電気機器、海運業などへの投資割合を少なめに

していたこと 

③参考指数に比べて多めに投資していたエムスリー、ピジョン、ファーストリテイリング、

MonotaRO、中外製薬などが値下がりしたこと 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

◎分配金 

（１） 今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり500円とさせていただきま

した。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第13期 

2021年６月22日～ 
2021年12月20日 

当期分配金 500  

(対基準価額比率) 3.419％ 

 当期の収益 62  

 当期の収益以外 437  

翌期繰越分配対象額 4,122  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド］ 

短期的な株価変動は相場環境に左右されますが、中長期的な株価形成は株主資本の積み上が

りに応じてなされると考えます。したがって当ファンドでは、個別企業の調査・分析等を中心

とした「ボトムアップアプローチ」により、企業の「強さ」と「伸び」をベースに、中長期に

わたり高いROEを継続し株主資本を着実に積み上げると予想される企業を中心とした投資を

行なっていく考えです。 

 

今後の投資環境については、以下のように考えております。 

 

（１） 2008年のリーマンショック以降、一定の回復期間を経て、先進国経済は「低成長」「低イ

ンフレ率」の状態が長く続いています。その克服に向けFRBをはじめ各国の中央銀行は

政策金利の大幅な引き下げを行なうとともに、国債などの金融商品を自ら買い入れる形

で「量的緩和政策」と呼ばれる大規模な金融緩和策を実行してきました。 

中央銀行の金融緩和策と株式市場の騰勢には一定の因果関係があると思われますが、今

回のコロナショックでも中央銀行、特にFRBの量的緩和政策の影響力は絶大でした。米

国企業の債務残高がリーマンショック時の倍以上の規模に膨張する中、ロックダウン（都
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市封鎖）などの施策により企業の資金繰りが急激に悪化しリーマンショック級の信用不

安が起きることが当初懸念されていましたが、FRBは無制限の量的緩和政策や社債ETF

（上場投資信託）の購入、民間融資の買い取りなどの緊急措置を矢継ぎ早に打ち出すこと

によって市場の動揺を抑えました。FRBはコロナショックから株式市場の底割れを防い

だ「影の主役」と言えるかもしれません。 

世界の株式市場は騰勢を強め、国内株式市場も大幅な上昇となりました。ただ、金融緩

和策の実行が直ちに世界経済の回復をもたらす訳ではないことを念頭に置く必要がある

でしょう。FRBは2021年11月から資産購入額の縮小（いわゆる「テーパリング」）を開始

しており、2022年中にはFRBの資産規模が縮小に転じる見通しであることにも注意が必

要です。 

 

（２） 2021年は原油、天然ガスなどのエネルギー価格が大きく上昇した年となりました。コロ

ナショック以降の景気回復により需要が回復したこともありますが、各国政府が地球温

暖化を防ぐための脱炭素政策の一環として炭素排出量の多い石炭火力発電の廃止を進め

たことや、風力発電などの代替エネルギーによる発電が低調だったこと等により石油や

天然ガスへ需要が集中する一方、大手石油開発事業者や金融機関なども炭素排出量の多

いプロジェクトへの資金投入に慎重となったこともあって採掘が進まず、結果として需

給が逼迫しているためです。 

エネルギー価格の上昇は各国経済に悪影響を及ぼしつつあります。世界に先駆けて脱炭

素政策を進めた欧州が も大きな悪影響を受けているとみられますが、加工産業主体で

あるうえ海外からのエネルギー調達への依存度が高い日本への悪影響も深刻なものとな

りつつあります。 

エネルギー価格の上昇が世界経済回復の阻害要因となり株式投資そのものに慎重な見方

が広がった場合には一定の影響が出る恐れがあります。ただし、当ファンドでは利益率

が高く原価率が低い優良銘柄を主体としているほか、インターネット関連などエネル

ギー価格上昇の影響を受けにくい業種の保有比率が高いこともあり、保有銘柄における

業績影響自体は限定的だとみています。 

 

（３） 世界経済の先行きが依然として予断を許さない中、日本企業全体の業績が拡大を続ける

ことは難しくなっていると認識していますが、一方でマクロ環境に依存することなく独

自要因で成長を続ける企業も存在します。当ファンドとしては今後、独自要因で成長を

続ける企業とその他の企業とのパフォーマンス格差が拡大する「二極化相場」が進む可

能性が高いと考えております。 

我が国には、刀鍛冶・鋳物職人の時代から長年にわたり熟練工が培ってきた「モノづく

り」の技術力、世界屈指のレベルにある豊富な人的資源・知的財産を背景とした科学技

術力・製品開発力、世界一品質に厳しいとされる日本の顧客の要求に応える中で培って

きた品質力・安定供給力・アフターサービス力などを磨くことで、国際的にみても高い
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

競争力を持つ企業が存在します。こうした「強い」企業の業績は、外国為替市場の動向

に関わらず拡大傾向にあります。 

また、IT（情報技術）・オートメーション（自動化）・省エネルギー・ヘルスケアなど、

様々な技術革新を通じて社会的ニーズに応え、新たな市場を創出する、又は社会的ニー

ズに応えられない旧来企業からシェアを奪う形で成長を遂げる企業は存在します。そう

した革新的な「伸びる」企業は人口減少の続く日本にあっても広大な潜在市場を開拓す

る余地を有しており、直近の業績も拡大基調にあります。 

このように、マクロ環境が停滞する中でも「強さ」あるいは「伸び」に秀でた企業の業

績拡大基調は続いており、今後もこのような傾向が続く可能性が高いと考えております。 

 

［ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）］ 

当ファンドは引き続き第14期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前記の投資環境認識とマザーファンドの投資方針のもとで、

ファンドの資金動向に十分配慮しながら、主要投資対象である［ジャパン・アクティブ・グロー

ス マザーファンド］の組み入れを高位に維持し、基準価額の向上に努めてまいります。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

○１万口当たりの費用明細 (2021年６月22日～2021年12月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 119  0.795  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 58)  (0.384)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 58)  (0.384)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.027)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.035   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.035)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 124   0.832    

期中の平均基準価額は、14,990円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.59％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

○売買及び取引の状況 (2021年６月22日～2021年12月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 300,253 653,000 282,348 619,000 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2021年６月22日～2021年12月20日) 

 

項 目 
当 期 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 30,484,010千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 56,019,150千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.54   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年６月22日～2021年12月20日) 

 

＜ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 18,488 3,105 16.8 11,995 2,708 22.6 

平均保有割合 7.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,437千円 
うち利害関係人への支払額（B） 209千円 

（B）／（A） 14.6％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2021年12月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 1,774,376 1,792,282 3,802,684 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2021年12月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 3,802,684 95.4 

コール・ローン等、その他 182,218 4.6 

投資信託財産総額 3,984,902 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年12月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,984,902,563   

 コール・ローン等 179,217,831   

 ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド(評価額) 3,802,684,732   

 未収入金 3,000,000   

(B) 負債 174,443,401   

 未払収益分配金 134,905,877   

 未払解約金 6,181,937   

 未払信託報酬 33,286,654   

 未払利息 121   

 その他未払費用 68,812   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,810,459,162   

 元本 2,698,117,559   

 次期繰越損益金 1,112,341,603   

(D) 受益権総口数 2,698,117,559口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,123円 
 

（注）期首元本額は 2,556,942,494 円、期中追加設定元本額は

518,544,140円、期中一部解約元本額は377,369,075円、１口当た

り純資産額は1.4123円です。 

○損益の状況 (2021年６月22日～2021年12月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        3,590   

 支払利息 △        3,590   

(B) 有価証券売買損益 110,859,860   

 売買益 148,329,156   

 売買損 △   37,469,296   

(C) 信託報酬等 △   33,355,466   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 77,500,804   

(E) 前期繰越損益金 343,965,358   

(F) 追加信託差損益金 825,781,318   

 (配当等相当額) (    772,319,724)  

 (売買損益相当額) (     53,461,594)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,247,247,480   

(H) 収益分配金 △  134,905,877   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,112,341,603   

 追加信託差損益金 825,781,318   

 (配当等相当額) (    773,150,770)  

 (売買損益相当額) (     52,630,548)  

 分配準備積立金 286,560,285   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2021年６月22日～2021年12月20日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2021年６月22日～ 
2021年12月20日 

a. 配当等収益(経費控除後) 16,101,474円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 653,634円 

c. 信託約款に定める収益調整金 825,781,318円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 404,711,054円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,247,247,480円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 4,622円 

g. 分配金 134,905,877円 

h. 分配金(１万口当たり) 500円 
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ジャパン・アクティブ・グロース（分配型）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 500円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

 



添付ファンド_9pt_896501.indd   15添付ファンド_9pt_896501.indd   15 2022/01/24   9:09:252022/01/24   9:09:25



－ 16 －

添付ファンド_9pt_896501.indd   16添付ファンド_9pt_896501.indd   16 2022/01/24   9:09:252022/01/24   9:09:25



－ 17 －

添付ファンド_9pt_896501.indd   17添付ファンド_9pt_896501.indd   17 2022/01/24   9:09:252022/01/24   9:09:25



－ 18 －

添付ファンド_9pt_896501.indd   18添付ファンド_9pt_896501.indd   18 2022/01/24   9:09:262022/01/24   9:09:26



－ 19 －

添付ファンド_9pt_896501.indd   19添付ファンド_9pt_896501.indd   19 2022/01/24   9:09:262022/01/24   9:09:26



－ 20 －

添付ファンド_9pt_896501.indd   20添付ファンド_9pt_896501.indd   20 2022/01/24   9:09:262022/01/24   9:09:26



－ 21 －

添付ファンド_9pt_896501.indd   21添付ファンド_9pt_896501.indd   21 2022/01/24   9:09:262022/01/24   9:09:26



－ 22 －

添付ファンド_9pt_896501.indd   22添付ファンド_9pt_896501.indd   22 2022/01/24   9:09:262022/01/24   9:09:26



－ 23 －

添付ファンド_9pt_896501.indd   23添付ファンド_9pt_896501.indd   23 2022/01/24   9:09:262022/01/24   9:09:26



－ 24 －

添付ファンド_9pt_896501.indd   24添付ファンド_9pt_896501.indd   24 2022/01/24   9:09:262022/01/24   9:09:26



－ 25 －

添付ファンド_9pt_896501.indd   25添付ファンド_9pt_896501.indd   25 2022/01/24   9:09:262022/01/24   9:09:26



－ 26 －

添付ファンド_9pt_896501.indd   26添付ファンド_9pt_896501.indd   26 2022/01/24   9:09:262022/01/24   9:09:26



－ 27 －

添付ファンド_9pt_896501.indd   27添付ファンド_9pt_896501.indd   27 2022/01/24   9:09:262022/01/24   9:09:26


